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・給与， 予算・決算， 収入・支出， 物品管理， 国
有財産管理， 共済組合， 図書， 教務， 入試等 々が
あり， これらの事務がひとたび電算化されれば，
その事務が存続する 限り実行の挫折は許されず，






月 1 日本学事務電算化準備室が発足し， 給与事務
中国政府派遣留学生の受入れ
戦後はじめて中国からの留学生が， 本年 4月か
の電算化作業が 開始されたことに 始まり， そ の






算機（ FACOM 230-35・ 48）を借用しながら， 同53






ク化構怨に伴し、， 本学が近畿地区 A プ ロックの セ
ンターとして， 当該地区の国立学校と数回にわた






赤煉瓦建（旧工学部石油化学教室 ） の 1階にあっ
た事務電算化準備室も事務局本館1階の経理部事
務室内に移転し， 2 月1 日付けで事務官算化準備
室は事務電子計算室となり， 新しく 1掛が設置さ
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て同国政府の経費負担によるものである。
中国政府は， 我が国への初年度の留学生派遣計
画として， 385 名の「進修生」 および 40 名の「研
究生」の派遣を希望しているが， このうち昭和54
年 4月に派遣する準備が整った者について関係大
学等に 受入れ依頼をしてきた ものである。 この
「進修生」 とは既に中国の大学を卒業して相 当の
年 数を経ている大学・研究所等の研究者であり，










3 名 （数理工学・化学工学・高分子化学） ， 民学




海 外 訪 問 の 感 想（その2)
－西ドイツを訪れてー
約5 年 前からフンボルト財団 （Alexander von 
Humboldt-Stift ung） の招きを受けていたが， 昨
年 ょうや く実現することがで、きた。 すなわち9 月7


















究者の資質（akademi sche Q ualifi kation） のみ
を唯一の選 定条件として採用している。 1977年 ま
でに 世界各国から 7,000人の留学生が 1 ～2 年 西
ドイツに送られたが， その中の約16 %に 当たる
総 長 岡 本 道 雄
フ ンボルト財団事務総長プァイフ.，. -f尊士を訪ねる








Die Freie Univer sit at B er lin 
副学長： Prof.Dr. Klaus Hier holzer 
フランクフJレト
Max・Planck-I n stitut flir Hirnfor schung 
所 長： Prof.Dr. Rolf Hassler 
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ハイデJレベルク
Das Deutsche Krebs forschungszentrum 
Heidelberg 
所 長： Prof.Dr. Klaus M unk 
ウ Jレ ム
Universitat  Ul m 
学 長： Prof.Dr. Ernst Friedrich Pfeiffer 
ミュンへン
Max-Planck-Institut ftir Biochemie 
前所長： Prof. Dr. F eodor Lynen 
L udwig-Maximilians- Universitat  Munchen 
副学長：Prof. Dr. K. Stiers tadt 
病理学主任： Prof.Dr. M. Eder 
Gross harden 病院（Munchen 大学附属病院）
Goethe Institut Munchen 
局 長：Dr. Hans- Peter Kru ger 
ポ ン
Rheinische Friedrich-Wilhelms- Universitat 
Bonn 
学 長： Prof.Dr. Aloys Heupel 
B undes ministerium ftir Bildun g  und Wis ­
s ens cha ft 
高等教育局長：Dr. E berhard Bδning 
ポ ッ フム
R uhr-Universita t  Bochum 
学 長： Prof.Dr. Peter M ey er・Dohm
ケ Jレ ン
Historisches Rathaus 
市 長：Dr. Friedrich Jacobs 
Japanisches K ulturinstitut. KδIn 
0 0 0 


















Freie Universitat  B erlin を見ることができた。
自由大学創設の説明は次のようで、あった。 敗戦
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ではなかった。 しかしベルリ ン邦においては， 他
邦に比してより革新的であって， 新しくで‘きたベ
ルリ ンの自由大学では SP D の政策と学生の意向
にそって， 従来の伝統をふみ越えて急速に大学の
改革を進めていった。









面してベルリ ン邦では1966年 7 月， 各構成員の共
同決定（M itbe st immu ng）を中核とするベノレリ ン
大学法を制定した。
すなわち大学の構成員を大学教員 （Hoch schul
lehrer), 学術的協力者 (wi sse nschaftlicher 
Mita rbeiter），大学の他の職員（a ndere Die nstkr­
afte der U niver si t at）および学生 （ Stude nte n)
の四者とし， 大学の意志決定はこの四者均等代表
制（ Viertelparit at） か， 大学教員， 協力者と学
ボッフム大学梅内
生の 三者均等代表制 (Drittelpar it at） によるこ
ととした。 その結果， 1969年11月の自由大学の総








は， 単にぺJレリ ン邦に 限らず多くの各邦で制定さ
れた。 その実施の 結果に 対しては， 特に 学術的
専門知識を要する決定について， 教員から不満が
出ている。 すなわち共同決定の結果が時に研究と
教育の 自由を脅かすことが あるとされ， これら
は憲法裁判所で審理され， 共同決定の重要さは
認めつつ 決定の内 容によっては， その機械的適
用には必ずしも 適当で ないものも あるとしてい
る。 その後 1975年制定された連邦の大学 大綱法













校に当たる Gymna sium の卒業資格試験（Abitur )
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ハイゼ ンベJレク計画 （ He isenberg-Programm )
というのは， 大学卒業後約3～4年の論文コース
(D isser tation） を経て学位を得て後， 4年から 8
年平均 5年間一定の教授に就いて研究し， 大学教
授資格（Hab il itat ion）を得たもののうちで， なお
教職のない35才以下のものについて， ドイツ学術
研究協会 （Deutsche For schung sgeme in schaft) 
-D FG ー が選抜試験を行ない， 合格者にハイゼ


















































なお帰国の前日， 9 月18 日夕フンボルト財団で
はボンの本部において， 私たちのためドイツ学長
会議， ドイツ大学交・流協会， ドイツ学術 研究協
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が， 本研究施設は発足以来この事業の有力な参加
機関となっている。 現在は， 「国際磁気圏共同観
測計画」 （I n ternatio nal Mag ne to spheric Study, 
略して IM S）が進行中であり， また昨秋の 日本
学術会議の総会で勧告されている「中層大気国際





セ ンターとして 発展する計 画
で， 中心となる施設のMUレー
ダー (Middle a nd Upper 
















び 「無限連鎖講 の防止に関する法律」 が公布さ



















イ， 無限連鎖講 を開設し， または 運営した 者


































グ 中国大使 符 浩氏， 中国社会科学院院長
胡 喬木氏， 中国科学院地球物理学研究所責
任者 陳 宗基氏外6名来学， 総長および関
係教官と懇談（於清風荘）
25日 学位授与式
。 京都大学事務用並びに近畿地区ω国立学校共
問利用電子計算機披露式
27日 結核胸部疾患研究所学術講演会
31日 同和問題委員会
